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	製品名: 切断トロンビンR（S42）ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab09033
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	応用
	抗原情報
	背景
	凝固因子II受容体は、血栓反応の調節に関与する7回膜貫通型受容体です。タンパク質分解による切断により受容体が活性化されます。F2RはGタンパク質共役受容体ファミリーの一員です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年8月],機能：ホスホイノシチド加水分解を刺激するGタンパク質に共役した活性化トロンビンに対する高親和性受容体。血小板の活性化および血管発達に関与している可能性があります。,PTM：タンパク質分解による切断により、係留リガンドとして機能する新たなN末端が生成されます。,PTM：リン酸化されており、受容体の解離および内部移行に先立って脱感作を媒介していると考えられます。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：血小板および血管内皮細胞。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;エンドサイトーシス;補体および凝固カスケード;アクチンおよび細胞骨格を調節します。
	画像データ
	

	PAR1（Cleaved-Ser42）抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cleaved-Thrombin R（S42）ポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

